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要約 2013 年から 2016 年に県内準高冷地のアルファルファ単播圃場におけるアルファルファタ

コゾウムシの薬剤による防除適期について試験を実施した。薬剤は MEP 乳剤の 1000 倍液を 10ａ

あたり 150L 散布した。防除適期は、アルファルファの被害度が 36～57 に達する時期および中齢

幼虫数が 167～384（個体数/㎡）となる時期であった。生産農家がアルファルファタコゾウムシ

の防除適期を簡易に予測するには、9.7℃基準有効積算温度 58～72 日度を目安にするとよい。 

キーワード：アルファルファタコゾウムシ，MEP 乳剤，防除適期，9.7℃基準有効積算温度 

アルファルファタコゾウムシ（写真１、以下タコゾ

ウムシ）はヨーロッパ原産の侵入害虫で、1982年に福

岡県、沖縄県で初確認（馬場 1983、横浜植物防疫所 

1983）以降、全国的に分布が広まっている。本県では

2006年に長野市、安曇野市等で生息が確認されており、

今後分布が広がることが懸念されている（山口ら 

2007）。しかし比較的最近に現れた害虫であるため、本

県における生態等については明らかでない。 

前報（有野・後藤 2015）では本県準高冷地におけ

るタコゾウムシの発生生態について調査した。その結

果、タコゾウムシの被害は４月の中旬から５月の中旬

にかけて観察され、幼虫の多くが鳥により捕食されて

いる可能性があるものの、短期間でアルファルファを

著しく食害することが明らかとなった。またMEP乳剤

を散布することにより、個体数が減少することが示さ

れた。本報ではMEP乳剤によるタコゾウムシの防除適

期について検討した。 

 

 

 

 

 

 

写真１ アルファルファタコゾウムシの成虫 

 

 

材料および方法 

 

試験は、2012 年 9 月 24 日に長野県畜産試験場の圃

場（88.2㎡）に播種、造成したアルファルファ単播草

地（品種：ケレス、畝幅30cm、播き幅２cm、播種量200g/a）

で実施した。 

2013年（利用1年目）は、薬剤処理は行わず、タコ

ゾウムシによるアルファルファの被害度を調査した。

調査法は、50cm×50cmのコドラートを用いて、アルフ

ァルファ草地の任意の10地点について、図１の山口ら
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の判定基準(山口ら 1992)に当てはめ、図１の脚注に

示した計算式からアルファルファの被害度（以下被害

度）を算出した。 

 

図１ アルファルファタコゾウムシによる被害度の 

判定基準 

 

2014～2016年は、薬剤による防除試験を行った。す

なわち2014年（利用２年目）は、圃場を８分割して、

５月９日に薬剤を散布する区（以下、５月９日散布区）

と、薬剤を散布しない無処理区（以下、無処理区）を

４反復ずつ割り付けた。2015年（利用３年目）は、圃

場を16分割し、４月24日、４月30日、５月７日に薬

剤を散布する区（以下、４月24日散布区、４月30日

散布区、５月７日散布区）および無処理区を４反復ず

つ割り付けた。さらに2016年（利用４年目）は圃場を

12分割して、４月19日、４月25日に薬剤を散布する

区（以下、４月19日散布区、４月25日散布区）およ

び無処理区を４反復ずつ割り付けた。 

３ヵ年とも使用した薬剤はMEP乳剤（商品名：スミ

チオン乳剤、MEP50％含有）で、農薬使用基準に従いポ

リプロピレン製ハンドスプレーにより1000倍液を10a

当たり150L散布した。 

調査事項は、2012 年に実施した被害度調査に加え、

タコゾウムシの発生消長を調査した。発生消長は、各

区のアルファルファの茎 10 本あたりのタコゾウムシ

の個体数を生育ステージ（若齢幼虫、中齢幼虫、老齢

幼虫、繭、成虫）別に分類し(有野ら 2015)、１番草

収量時に調査した生草収量とアルファルファの茎数か

らタコゾウムシの生育ステージ別の個体密度を算出し

た。 

 

 

 

結果 

 

(1)無処理区における被害度の経年推移 

2013 年の被害度、および 2014～2016 年における無

処理区の被害度の推移を図２に示した。利用１年目で

あった2013年は、５月８日までは食害の発生はなかっ

たが、５月14日以降食害が発生し、被害度は徐々に大

きくなり、６月11日には 50程度まで達した。2014年

は、調査を始めた５月８日にはすでに被害度は40程度

で、５月19日には90以上に達した。2015年および2016

年では、食害は４月上旬から始まり、被害度は徐々に

大きくなり、２ヵ年とも５月上旬には90以上に達した。 

図２ 無処理区におけるアルファルファの被害度の 

   推移 

 

(2)MEP乳剤の散布時期と個体密度、被害度の関係 

2014～2016年の無処理区とMEP乳剤処理区における

薬剤の散布時期とタコゾウムシの個体密度およびアル

ファルファの被害度の関係を図３～５に示した。 

 中齢幼虫の個体密度が増加し始める時期は、2014年

が５月９日、2015 年が４月 30 日、2016 年が４月 25

日であり、この時期に薬剤散布を行った区では、その

後の幼虫の個体密度は減少し、被害度の増加は抑制さ

れた。 

若齢幼虫の個体密度が増加し始める時期に薬剤散布

を行った区（図４の４月 24 日処理区、図５の４月 19

日処理区）では、その後の幼虫の個体密度は増加し、

被害度も増加する傾向であった。 

老齢幼虫の個体密度が増加し始める時期に薬剤処理

を行った区（図４の５月７日処理区）では、その後の

幼虫の個体密度は減少するが、すでに被害度は大きい

Ａ：被害０
（被害葉が認められない。）
Ｂ：上位葉の被害面積率が１％未満
（気をつけて見ないと被害葉が認められない。）
Ｃ：上位葉の被害面積率が５％未満
（被害葉が散見される。）
Ｄ：上位葉の被害面積率が５～20％
（一見して被害葉が認められるが、食害程度は低い。）
Ｅ：上位葉の被害面積率が21～50％
（ほとんどの葉に被害が見られるが、食害程度は低い。）
Ｆ：上位葉の被害面積率が51％以上、または花の食害が目立つ。
（ほとんどの葉に被害が見られ、食害程度が高い。または
　花が見られない。あるいは小花が著しく少ない。）

（５Ｆ＋４Ｅ＋３Ｄ＋２Ｃ＋１Ｂ）
　　　　　５×調査地点数

注）被害度＝ ×100
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状態にあった。 

 

考察 

 

(1)無処理区における被害度の経年推移 

タコゾウムシによる被害は、利用1年目は食害の発

生開始が５月上旬ごろと遅く、その後の被害程度も小

さいが、利用２年目以降では、５月下旬に被害がピー

クに達し、被害程度は利用１年目より大きかった。こ

のため、利用２年目以降の草地では、薬剤散布等、タ

コゾウムシの食害対策を講じる必要があると考えられ

る。 

(2)MEP乳剤の散布時期と個体密度、被害度の関係 

 若齢幼虫および老齢幼虫が増加する時期では、薬剤

散布の効果が劣った。若齢幼虫が増加し始める時期で

薬剤散布の効果が劣った理由は、若齢幼虫の行動が原

因と考えられる。若齢幼虫は、アルファルファのまだ

展開していない葉の内側に潜り込むようにして食害す

るのに対し、中齢幼虫と老齢幼虫では、葉の表面で食

害する行動が観察された。薬剤は、アルファルファの

展開していない葉の内側にいる若齢幼虫に比較して、

葉の表面にいる中齢幼虫、老齢幼虫に接触しやすいた

め、効果がより大きかったと考えられる。しかし、老

齢幼虫が増加し始める時期には、すでにアルファルフ

ァの被害度は大きくなっている。このことから、中齢

幼虫が葉の表面に現れ始め、アルファルファの被害度

が60以下である時期が、薬剤散布の効果が最大になる

時期と推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 薬剤処理時期とタコゾウムシの個体密度および被害度の関係（2014年） 
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図４ 薬剤処理時期とタコゾウムシの個体密度および被害度の関係（2015年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 薬剤処理時期とタコゾウムシの個体密度および被害度の関係（2016年）
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(3)有効積算温度による防除適期の予測 

山田ら（1996）はタコゾウムシの発育は、卵から成

虫までの発育零点 9.7℃を基準とした有効積算温度と

正比例の関係があることを報告している。そこで、防

除適期を有効積算温度から予測する方法を検討した。 

その結果、無処理区の中齢幼虫の個体密度がピーク

である 167～384（個体数/㎡）となる時期は、試験地

において 9.7℃を基準として 2 月 1 日から積算した有

効積算温度（以下9.7℃基準有効積算温度）58～72日

度に該当した。また、中齢幼虫によるアルファルファ

の被害度が36～57となる時期についても9.7℃基準有

効積算温度58～72日度が該当した（図６）。 

以上より、タコゾウムシによる食害は、アルファル

ファ草地を播種、造成して利用２年目以降に増加する

ため、何らかの対策を講ずる必要があると考えられる。

防除方法としては、中齢幼虫が増加する時期である、

9.7℃基準有効積算温度58～72日度でのMEP乳剤の散

布が効果的であると考えられる。 

図６ 無処理区における有効積算温度と中齢幼虫の個体密度およびアルファルファの被害度との関係 
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